
代表質問から※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したものです。

Ｑ　

日
本
医
師
会
と
日
本
獣

医
師
会
の
会
長
は
、
共
に
福

岡
県
出
身
。
行
政
、
医
師
会
、

獣
医
師
会
連
携
の
も
と
、
わ

が
国
の
危
機
管
理
の
向
上
に

福
岡
県
が
先
鞭
を
つ
け
る
べ

き
。
知
事
の
考
え
を
聞
く
。

Ａ　

世
界
的
に
「
人
と
動
物

の
共
通
感
染
症
」
が
増
加
。

県
医
師
会
と
県
獣
医
師
会
は
、

他
の
都
道
府
県
に
先
駆
け
て

学
術
協
力
の
協
定
を
締
結
さ

れ
た
。
県
も
共
通
感
染
症
対

策
と
し
て
県
医
師
会
、
県
獣

医
師
会
、
学
識
経
験
者
で
構

成
す
る
協
議
会
を
設
置
し
、

「
医
療
・
獣
医
療
と
の
連
携
」

や「
ア
ジ
ア
防
疫
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）」
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
共
通
感
染

症
発
生
を
想
定
し
た
訓
練
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
昨
年
度
に
引

き
続
き
実
施
。
食
の
安
全
、

災
害
時
の
対
応
な
ど
の
分
野

に
お
い
て
も
、
県
医
師
会
、

県
獣
医
師
会
か
ら
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
連
携
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
く
。

Ｑ　

当
初
予
算
は
一
般
歳
出
、

投
資
的
経
費
と
も
マ
イ
ナ
ス

計
上
。
主
要
政
策
課
題
へ
の

取
り
組
み
姿
勢
を
問
う
。 

Ａ　

地
方
創
生
に
加
え
、
財

政
健
全
化
に
も
配
慮
し
た
。

公
共
事
業
は
補
助
事
業
費
が

14
・
８
％
減
少
す
る
中
、
必

要
な
単
独
事
業
費
を
措
置
し

て
全
体
で
５
・
８
％
減
に
止
め

た
。「
景
気
の
回
復
と
魅
力
あ

る
雇
用
の
場
の
創
出
」の
た
め
、

各
地
域
の
特
性
、
資
源
を
活

か
し
て
産
業
振
興
を
図
る
。

少
子
化
対
策
も
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か
な
施

策
を
総
合
的
に
推
進
。「
た
く

ま
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の

育
成
」
で
は
「
新
し
い
人
材

育
成
策
」
を
打
ち
出
し
て
い

く
。「
安
心
し
て
生
活
で
き
る

共
助
社
会
の
実
現
」
に
向
け
、

医
療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、

生
活
支
援
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス

を
市
町
村
と
一
体
と
な
っ
て
推

進
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
２
月

補
正
予
算
の
消
費
喚
起
対
策
、

人
口
減
少
対
策
と
一
体
的
に
実

施
し
、
地
方
創
生
に
向
け
た

成
果
を
着
実
に
あ
げ
て
い
く
。

Ｑ　

乳
幼
児
医
療
費
支
給
制

度
の
拡
充
を
早
急
に
行
う
べ

き
。
方
針
を
尋
ね
る
。

Ａ　

こ
の
制
度
は
市
町
村
が

実
施
す
る
助
成
制
度
全
体
の

底
上
げ
を
図
り
、
乳
幼
児
の

健
康
保
持
及
び
子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目

的
と
す
る
。
現
在
、
両
政
令

市
を
含
め
、
半
数
以
上
の
市

町
村
が
就
学
前
と
し
て
い
る
通

院
の
助
成
対
象
年
齢
を
小
学

６
年
生
ま
で
引
き
上
げ
、
入

院
に
つ
い
て
も
小
学
６
年
生
ま

で
と
す
る
こ
と
を
基
本
に
考

え
て
い
る
。
県
の
み
な
ら
ず
市

町
村
に
も
大
き
な
財
政
負
担

が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
自
己

負
担
の
あ
り
方
も
含
め
、
総

合
的
に
制
度
設
計
を
行
っ
た
上

で
、
市
町
村
と
の
協
議
を
進

め
、
平
成
28
年
度
中
の
実
施

を
目
指
し
て
い
く
。

Ｑ　

麻
生
県
政
以
降
、
三
度

の
行
財
政
改
革
で
、
一
般
職
員

２
，７
０
０
人
の
削
減
、
約
５

千
億
円
の
縮
減
を
実
現
し
た
。

職
員
に
も
多
大
な
負
担
を
強

い
て
平
成
26
〜
28
年
度
で
進

め
て
い
る
財
政
改
革
推
進
プ

ラ
ン
の
目
標
は
今
年
度
末
で

ほ
ぼ
達
成
す
る
と
考
え
る
が
、

今
年
度
で
中
止
す
る
か
、
見

直
す
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

県
は
職
員
の
負
担
に
十

分
配
慮
し
な
が
ら
プ
ラ
ン
を
推

進
し
て
い
る
。
今
年
度
、
歳

入
と
歳
出
の
差
40
億
円
を
財

政
調
整
等
三
基
金
か
ら
取
り

崩
す
形
で
あ
り
、「
三
基
金
の

取
り
崩
し
に
頼
ら
な
い
財
政

運
営
を
実
現
す
る
」
と
い
う

目
標
は
未
達
成
で
あ
る
。
見

直
し
は
目
標
の
達
成
状
況
を

十
分
見
極
め
、
国
が
策
定
す

る
「
経
済
・
財
政
再
生
計
画

（
仮
称
）」
の
動
向
も
踏
ま
え

て
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

本
県
で
は
臨
時
財
政
対

策
債
に
係
る
交
付
税
算
入
額

と
実
際
の
償
還
額
に
差
が
あ

り
、
年
々
償
還
不
足
額
が
増

加
し
て
い
る
。
不
足
額
は
最

大
ど
の
程
度
に
な
る
と
見
越

し
て
い
る
か
。

Ａ　

臨
時
財
政
対
策
債
を
今

後
も
平
成
26
年
度
決
算
見
込

額
と
同
額
を
発
行
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
仮
定
し
て
試
算
す
る

と
、
返
済
総
額
と
交
付
税
算

入
総
額
の
差
が
最
大
に
な
る
の

は
平
成
35
年
度
、
発
行
総
額

は
２
兆
５
千
億
円
程
度
、
差

額
は
９
２
６
億
円
程
度
と
見
込

ま
れ
る
。
こ
の
県
債
は
、
必
要

な
額
を
毎
年
度
確
実
に
減
債

基
金
に
積
み
立
て
て
返
済
し
て

お
り
、
36
年
度
以
降
は
年
平

均
40
億
円
程
度
を
23
年
間
積

み
立
て
、
返
済
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
今
後
と
も
税
源
の
涵

養
（
か
ん
よ
う
）
を
図
る
と
と

も
に
、
財
政
健
全
化
に
全
力

で
取
り
組
み
、
計
画
ど
お
り

に
返
済
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」
で
推
薦
候
補
リ
ス
ト

か
ら
除
外
さ
れ
た
資
産
と
そ

の
他
県
内
に
残
っ
て
い
る
近
代

化
産
業
関
連
資
産
の
保
存
と

活
用
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、

炭
鉱
や
工
場
で
の
過
酷
な
労

働
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
所
見
を

聞
く
。

Ａ　

除
外
さ
れ
た
資
産
は
「
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

と
密
接
に
関
連
し
た
貴
重
な

資
産
で
あ
り
、
重
要
な
観
光

資
源
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

県
と
し
て
適
切
な
管
理
と
保

存
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関

係
市
町
村
や
観
光
協
会
と
連

携
し
、
石
炭
と
こ
れ
を
運
ん

だ
鉄
道
や
船
、
港
、
炭
鉱
労

働
者
の
暮
ら
し
や
食
文
化
な

ど
の
要
素
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
作

り
、
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
広
く

国
内
外
に
情
報
発
信
し
て
い

く
。
ま
た
、
囚
人
労
働
や
悲

惨
な
炭
鉱
事
故
、
三
池
争
議

な
ど
の
歴
史
が
あ
る
の
も
事
実

で
あ
り
、
後
世
に
き
ち
ん
と

語
り
継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切

と
考
え
る
。

Ｑ　

首
都
圏
か
ら
の
移
住
・

定
住
推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ　

３
月
末
に
本
県
の
移
住
・

定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開

設
、
４
月
に
は
東
京
事
務
所

に
「
福
岡
よ
か
も
ん
・
よ
か

と
こ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
移
住
・

定
住
の
相
談
を
始
め
た
。
ま

た
、「
若
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
首
都
圏
へ

の
進
学
者
な
ど
の
保
護
者
向

け
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
相
談
を
始

め
た
。
今
年
度
は
、①
市
町
村

が
仕
事
と
住
居
を
準
備
し
て

県
外
の
人
に
「
お
試
し
居
住
」

し
て
も
ら
う
「
ふ
く
お
か
ト

ラ
イ
ア
ル
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
イ
」

の
実
施
②
県
と
市
町
村
の
移

住
・
定
住
情
報
を
掲
載
し
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
③
市
町

村
と
合
同
で
就
職
、
就
農
、

住
ま
い
な
ど
移
住
に
関
す
る

総
合
的
な
相
談
を
行
う
「
ふ

く
お
か
移
住
・
定
住
フ
ェ
ア
」

の
東
京
開
催
、
を
新
た
に
行

う
。

Ｑ　

本
県
の
鳥
獣
被
害
に
つ
い

て
実
態
や
対
策
を
問
う
。

Ａ　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林

水
産
物
の
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
、
侵
入
防
止
か
ら
捕
獲
、

捕
獲
獣
の
有
効
利
用
ま
で
の

対
策
を
一
体
的
に
行
っ
て
お
り
、

農
林
水
産
物
の
被
害
額
は
平

成
22
年
度
の
15
億
７
千
万
円

か
ら
、
25
年
度
は
12
億
４
千

万
円
に
減
っ
た
。
狩
猟
の
経
験

が
豊
富
で
捕
獲
技
術
の
指
導

が
で
き
る
方
を
25
年
度
か
ら

鳥
獣
捕
獲
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て

登
録
、
現
在
94
人
が
登
録
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
方
々
が
地
域

で
指
導
活
動
を
行
う
経
費
を

市
町
村
に
助
成
し
て
い
る
。

新
た
な
狩
猟
者
確
保
の
た
め
、

狩
猟
免
許
の
取
得
経
費
も
助

成
。Ｉ
Ｔ
技
術
を
利
用
し
た

「
箱
わ
な
」
は
、
狩
猟
者
の
減

少
に
対
応
し
た
有
効
な
捕
獲

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
、
市
町

村
な
ど
に
導
入
経
費
を
助
成

し
て
い
る
。

Ｑ　

災
害
時
に
緊
急
輸
送
道

路
と
な
る
路
線
の
空
洞
調
査

に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

道
路
の
路
面
下
の
空
洞

調
査
は
、
空
洞
を
発
見
し
、

道
路
の
陥
没
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
実
施
さ
れ
る
。

本
県
で
は
災
害
対
策
上
、
重

要
な
緊
急
輸
送
道
路
を
主
な

対
象
に
、
平
成
25
年
度
か
ら

調
査
し
て
お
り
、
九
州
北
部

豪
雨
で
冠
水
し
た
県
南
地
域

の
道
路
に
つ
い
て
も
実
施
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
県
が
管
理
し

て
い
る
緊
急
輸
送
道
路
１
，３

６
５
㎞
の
う
ち
４
１
０
㎞
を
調

査
し
、
対
策
が
必
要
な
84
か

所
の
空
洞
の
補
修
工
事
を
実

施
し
た
。
今
年
度
は
１
１
０
㎞

を
調
査
、
平
成
30
年
度
ま
で

に
す
べ
て
の
緊
急
輸
送
道
路
の

調
査
を
完
了
す
る
予
定
で
あ

る
。
調
査
の
結
果
や
補
修
工

事
の
実
施
状
況
、
今
後
の
調

査
対
象
路
線
な
ど
に
つ
い
て
取

り
ま
と
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
表
す
る
。

Ｑ　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
協
定
交
渉
に

対
す
る
政
府
の
姿
勢
に
不
信
、

不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
対
応
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
知
事
の
認
識

を
問
う
。

Ａ　

地
域
産
業
の
維
持
・
発

展
や
住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
地
方
へ
の
影
響
、
と
り
わ

け
食
料
の
安
定
供
給
、
自
然

環
境
の
保
全
と
いっ
た
多
面
的

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
農
林
水
産
業
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。
政
府
に
は
、
重

要
５
項
目
を
守
る
こ
と
を
前

提
に
交
渉
入
り
し
た
こ
と
を

十
分
踏
ま
え
、
国
益
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
判
断
し
て
も

ら
い
た
い
。
県
は
こ
れ
ま
で
も

国
に
十
分
な
情
報
提
供
を
求

め
る
と
と
も
に
、
安
易
に
妥

協
す
る
こ
と
な
く
強
い
姿
勢
で

交
渉
に
臨
む
よ
う
、
県
議
会

と
要
請
を
行
っ
て
き
た
。
６
月

に
は
九
州
地
方
知
事
会
で
も

要
請
活
動
を
行
っ
た
。
今
後

も
国
に
要
請
を
続
け
る
。

Ｑ　

稲
作
農
家
の
経
営
が
厳

し
く
な
る
中
、
水
田
農
業
の

振
興
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

米
価
下
落
が
続
く
中
、

稲
作
農
家
の
収
入
減
少
額
を

補
て
ん
す
る
際
の
基
準
額
も

年
々
低
下
し
、
補
て
ん
金
の
減

額
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
十
分

な
補
て
ん
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

制
度
の
充
実
を
国
に
要
望
し

て
お
り
、
働
き
か
け
を
続
け

る
。
本
県
の
水
田
農
業
が
今

後
も
維
持
発
展
し
て
い
く
に

は
、
高
齢
化
を
踏
ま
え
た
安

定
し
た
担
い
手
の
確
保
、
経

営
力
の
強
化
、
米
の
消
費
拡

大
や
需
要
に
応
じ
た
生
産
も

必
要
だ
。
こ
の
た
め
担
い
手
に

農
地
を
集
積
す
る
農
地
中
間

管
理
事
業
の
推
進
に
加
え
、

コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
導
入
、
園

芸
品
目
を
取
り
入
れ
た
経
営

の
複
合
化
な
ど
を
支
援
し
て
い

る
。
酒
造
組
合
か
ら
評
価
の

高
い
酒
米
「
夢
一
献
」
と
「
山

田
錦
」
の
生
産
拡
大
を
今
年

度
か
ら
進
め
る
。

Ｑ　

県
内
各
地
域
の
県
民
が

互
い
に
訪
問
し
合
う
「
域
内

観
光
」
の
振
興
に
つ
い
て
問

う
。

Ａ　
「
軍
師
官
兵
衛
」
福
岡
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ゆ
か
り
の

市
町
村
一
体
で
観
光
客
を
増
や

す
た
め
に
取
り
組
み
、
朝
倉

市
の
円
清
寺
、
行
橋
市
と
み

や
こ
町
の
境
の
馬
ケ
岳
城
跡
と

いっ
た
、
従
来
あ
ま
り
観
光
地

と
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
地

域
に
県
内
各
地
か
ら
多
く
の

人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
年
度
は
産
業
観
光
を
テ
ー

マ
に
、
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産
を
は
じ
め
炭
鉱
関
連

遺
産
、
伝
統
工
芸
や
酒
蔵
な

ど
に
関
す
る
専
門
的
な
ガ
イ

ド
の
育
成
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
と
い
っ
た
受
け
入
れ
環

境
整
備
を
地
元
と
進
め
る
。

「
福
岡
よ
か
と
こ
旅
行
券
事

業
」
で
も
新
し
い
体
験
型
の

旅
行
商
品
の
企
画
を
進
め
て

い
る
。

秋
田  

章
二  

議
員

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

吉
村  

敏
男  

議
員

民
主
・
県
政
県
議
団

民
主
・
県
政
県
議
団

民
主
・
県
政
県
議
団

森
下  

博
司  

議
員

公
明
党

公
明
党

公
明
党

林  

裕
二  

議
員

緑
友
会

緑
友
会

緑
友
会
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